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　In this study, I want to clear, significant value beyond the simple meaning of having such Edo-Tokyo of 
"crossover point", that overlap of the road and the road, in the city.A special view of the crossover point 
to us, mind to see the power of the location of the crossover point or would not than is inherent. 
Times change, even if the intersection, other important facilities factor of age era is placed, 
it is passed down even over time, suggesting the meaning and value of the place followed by 
unbroken to the modern from the early modern period or not than.
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１．序章
(1) 研究目的・背景
　古くから橋のたもとや坂の端、わかれ道、路地の門口
などには、稲荷、地蔵、道祖神、庚申塚などが置かれて
いる。江戸初期である寛永期に描かれた「江戸図屏風」
には、角地の屋敷に立派な三段櫓が描かれている。程な
くして、明暦の大火 (1657 年 ) によって、江戸城下は焼
き尽された。その後、江戸幕府によって三階建ては禁止
され、角地の三段櫓は消えた。大政奉還が行われ、文明
開化と詠われた明治。三階建てを禁止していた幕府の抑
止力がなくなると、銀座の「街角」と言われる角地には
時計塔が現れ出した。関東大震災後の帝都復興事業後に
角地を彩った角地建築たち。
　このように、我々には、交叉点を特別視し、場所の力
を見る精神が内在しているのではないだろうか。　時代
が移り変わっても、交叉点に、時代時代の重要なファク
ターや諸施設が置かれ、それが時を経ても受け継がれ、
近世から現代へと連綿と続く場所の意味や価値を示唆し
ているのではないか。
　本研究では、そういった江戸東京の「交叉点」に建つ、、
交叉点に建つ建物が持つ意味が何かを明らかにすること
を目的とする。
(2) 研究方法
江戸初期の寛永期に描かれた「江戸図屏風」（国立歴史
博物館所蔵）、『江戸名所図屏風』（出光美術館所蔵）を
もとにして研究を行う。明暦の大火後の江戸後期の交叉
点の分析には「江戸名所図会」に描かれた辻や角地な
どの錦絵を用い、当時の文献を用いる。明治期の絵はが
きに描かれた名所や写真、市区改正時の図面を用いるこ
ととする。関東大震災後の帝都復興事業に関しては、帝
都復興事業での図面や当時の写真を用いる。戦災復興時
の分析には、現在も町に残る広場を対象とする。
（3）対象地
　　研究対象は、江戸・東京における「交叉点」であり、
特徴ある街路形態や角地建築を年代別に取り上げる。
　一章では東京における古道の辻を、二章では江戸初期
寛永期に江戸図屏風に描かれた交叉点を対象とする。三
章では江戸後期に繁盛した大店のあった角地や、木戸番
のおかれた両側町、幕藩体制解体後に交番や公衆トイレ
のおかれた交叉点を対象とする。四章では銀座煉瓦街計
画がなされた銀座の交叉点、市区改正によって拡幅され
た通りや新設された通りを、五章では主に関東大震災後
の帝都復興事業によって、再建された 52 の復興小学校
と小公園、民間の手でつくられた多くの角地建築を対象
とする。六章では、戦災復興の初期段階に整備された交
叉点に配置された広場を対象とする。
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３．論文構成
序　章　江 戸 ・ 東 京 に お け る 「 交 叉 点 」
第 1 章　東京の古道における交叉点
　　　（ゆうてん寺道/集落構成と庚申塚/鎌倉古道と辻）
第 2 章　江戸初期寛永期「江戸図屏風」から読む「交叉点」
　　  　（角屋敷の三階櫓 / 明暦の大火と三階櫓の焼失）
第 3 章　幕藩体制解体後の「交叉点」
　　  　（角地の大店 / 木戸番・自身番 / 木戸の撤廃　　
　　　　と両側町内部空間の崩壊 / 交番・公衆トイレ /）
第 4 章　市区改正と「交叉点」
　　　　（銀座煉瓦街計画 / 銀座の時計塔 / 市区改正）
第 5 章　帝都復興事業後の「交叉点」とその意図
　　　　（関東大震災 / 区画整理 / 復興小学校と小公園 
　　　　/ 角地建築）
第 6 章　戦災復興における「交叉点」
　　　　（土地区画整理 / 戦災復興と広場的交叉点）
結　章　現在の「交叉点」とその背後にある意図
　　　　（比較 / 結論）
（１）　東京の古道における交叉点
　東京にも多くの古道がある。道と道との交差する地点
の十字路や道と道とが分岐する地点には辻が存在し、そ
の辻には庚申塔や地蔵、ご神木といった、かつての地域
の焦点ともいえる機能を持った「交叉点」があった。
恵比寿地域を例に挙げる。
・代官山の祠　　〜ゆうてん寺道へ導く辻〜
・恵比寿南の祠　〜ゆうてん寺道へ導く辻〜　
・恵比寿の庚申塚　〜集落内部の辻〜
　ゆうてん寺道の道しるべである二つの祠と、恵比寿の
庚申塚の配置を 1880 年の地図にそれぞれ配置する。す
ると、次のようなことが分かる。
　集落の外の「外部」* 1 の交叉点に位置する、代官山・
恵比寿西のゆうてん寺道の道しるべの祠は、『地形の際』
に配置されている。一方、庚申信仰による祠は、集落の
「内部」にありながら、『集落の際』の交叉点に置かれて
いることがよくわかる。
　古道における「交叉点」とは、地形や集落の内外を分
ける、「領域の結界」といえる（図 6）。
（２）江戸初期寛永期「江戸図屏風」から読む「交叉点」
　『江戸図屏風』（国立歴史博物館所蔵、以下　歴博本）( 図
Ⅱ - １) と は、 三 代 将 軍 家 光 の 事 蹟 を 描 い た も の で、
1657（明暦三）年の明暦の大火で灰燼に帰した寛永期
（1624 〜 1644）の江戸初期の華やかな景観をはじめと
した繁栄を伝えている貴重な資料である * 2。
　明暦の大火直前に描かれたと思われる「『江戸図屏風』
（国立歴史博物館所蔵）」の描かれていた時代には、少な
くとも江戸の中心地には角地を景観のアクセントとする
ように、三階建てにし、入母屋造りや寄棟造りといった
入母屋造りや寄棟造りといった格式の高い屋根造りが用
いられる景観演出の方法があった * 3。また、三階建て
でなくとも、角地に面した建物は立派な建物や、大名屋
敷の塀の角に入母屋の物見櫓のような建物を、歴博本・
出光本ともに確認することができる。このことからも、
初期の江戸には、角を特別視し、道行く人や江戸を訪れ
た人々の視線を意識し、江戸という町の権威を象徴する
ような景色を演出するという、意識・技術、そして、背
景と必要性があったのだ。
図 4　
それぞれの祠の位置関係を 1880 年の地図にプロットした
もの。（『東京都市地図　東京南部』貝塚爽平監修　清水靖
夫編集　柏書房　1995　に加筆）
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　こういった錦絵の如実な変化は、町の木戸が取り外さ
れ、内部空間的な質と中心性を持った街路が、その性質
を失い、交通のための道路へと変化していることを示唆
していると考えられる * 9。
３−３　街路空間の外部化と「交叉点」の交番・公衆ト
イレの出現
　　幕藩体制の解体によって、交叉点における施設が大
きく変化した。江戸幕府が解体して間もなくの明治 6
（1873）年に、江戸期における自警機関である自身番・
辻番を組織化した「番人」制度が制定された * 10。それが、
現在もなお続く「交番システム」である。当初、「交番所」
とは、施設を伴うものではなく屯所（現在の警察署）か
ら徒歩でパトロールを行いながら、四辻または三叉路な
どで立ち番する場所として指定した地点のことを指して
いた。その後交番所に建物が建てられ、名称も「派出所」
となり、その後現在の「交番」へと変わった。
 江戸の町かどの風物詩のひとつであった辻番・自身番
はこのようにして、交番へと変遷していく。
　現在のように行政が管理する公共トイレは、明治初期
に横浜で設置されたのが最初だとされる。開港場である
横浜には大勢の外国人がやってきたが、明治政府は外国
との体面上、路傍で放尿する習慣を日本人のもっとも恥
ずべき習慣として厳しく取り締まった。明治４年には「放
尿取締の布告」なるものが出され、立ち小便にはその場
で罰金１００文が科せられた。そのため邏卒（警官）は
立ち小便の取締りに走り回った * 11。東京でもこのよう
な背景で公衆便所が整備された。当初は路傍便所と呼ば
れ、この路傍便所は橋のたもとや辻といった「交叉点」
に配置された。当時の世相を象徴するように、立ち小便
の取り締まりに関する新聞記事や投書が記録されてい
る。
　幕藩体制解体後の明治初期の交叉点に、交番が整備さ
れたこと、公衆便所が整備されたこと、を通じて公共空
間 ( 街路 ) が交通のための外部空間 ( 道路 ) と化したこ
とを表していると考える。
（３）幕藩体制解体前後の「交叉点」
３−１　角地の大店とその背景
　　江戸後期には、駿河町の三井呉服店（図 9）、大伝
馬町の大丸呉服店（図 10）、日本橋通り一丁目の白木屋
（図 11）、上野広小路の松坂屋上野店（図 12）といった
大店の多くが角地に店を構えていることが分かる。それ
に伴い、屋敷地の売買価格である沽券金もその経済的価
値を反映して特に高くなっていることがある * 4。これ
は 17 世紀後半の寛文・元禄期以後の、全国的に商品流
通が盛んになり、商人が店舗を出して店先売りを始めた
後の現象である * 5。
　大店の多くが角地に出店をした要因のひとつが、三井
越後屋呉服店の「現銀安値掛なし」で知られる「店先売
り」であった。顧客を呼び集めるのに有利な場所に店舗
を出すことが営業上、重大な意味を持ち、従って高額の
地代を払ってでもそのような場所に店を出そうとする商
人が現れた。その結果、大店が角地を占めることとなり、
大店の店先が江戸後期の角地を彩ることとなった * ６。
３−２　木戸番の廃止による街路の内部空間の崩壊
　沽券図や撰要永久録の木戸の描き方から、木戸が町に
及ぼす影響の大きさが見て取れる。さらには、描かれた
絵図から木戸を町の両端に設けることによって、町とし
ての内部空間が形成されていることがわかる。角地に面
していても、敷地にとっての正面はあくまで直角に交
わっている街路であり、江戸初期から江戸中期にかけ
て、木戸があることによって両側町の街路空間が内部空
間化されている様子が見て取れる * ７。この意識を形成
しているのが、まさしく木戸である。
　しかしながら、 幕藩体制の終了とともに、 明治元
（1868）年市政裁判所から木戸、および木戸番の撤廃が
指令された * 8。
図 9 図 10 図 11
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図 13
　明治元（1868）年に木戸が廃止されてからの錦絵を
見てみると、明らかに異なっている点がある。それは、
人力車や馬車といった移動交通の発展である。
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（４）市区改正と「交叉点」
４−１　市区改正前夜　「銀座煉瓦街計画」
　明治 5 年 2 月 26 日の大火によって今後の東京を変え
る大きな局面を迎える。この大火は銀座地区をなめつく
し、三十間堀を渡って木挽町に入り、ウォートルス館、
由利邸をのんで築地川をまたぎ、梁山泊、外国人居留地
を焼き払って海に抜けた*12。こうして「銀座煉瓦街計画」
が動き出す。
「銀座煉瓦街計画」の概要は街路計画、建築計画の二つ
に大別できる。まず、街路計画に関しては以下の通りで
ある * 13。1, 街区の パターン整理、2. 拡幅、3. 歩道設置、
4. ガス灯の設置。
　次に、建築計画に関しては以下の通りである。1. 全
家屋の煉瓦造化、2. 道幅に応じた規模、3. 連屋化、4. 歩
廊設置、5. 様式の統一。こういった、街路計画・建築
計画の両方を経て、江戸期から続く「交叉点」のあり方
に変化が現れる。
　図 16 を見ると、交叉点の角地に対して、リズムを整
えるように列柱が二本立ててあるのがわかる。同じく図
15 をみると、角地に対しての列柱の配置の配慮のほか
に、角地の隅切りに対応した、入母屋の屋根と角入りの
玄関、二階にはテラスが設けられている事が分かる。　
明治に入って初めて、角地に対して出入り口を設け、角
入りとし、街路の人々の活動と、建物内で活動する動き
が関連する建物の形式が、おこのようにして初めて生ま
れた。ジョージアン・スタイルによるの式の統一も、街
路空間と建築空間との連続性に付与している。
４−２　市区改正前夜　「銀座の時計塔」
　銀座煉瓦街建設後、道が交差する街角には、建物の上
に乗せられ多くの時計塔ができていた。どのくらいの数
の時計塔が東京に建設されていたのかは定かではない
が、東京では三十七の時計塔が確認されている * 14。銀
座には合計四つの時計塔が建てられた。それらはいずれ
も通りに面した角地にある。　いずれにしろ、江戸時代、
両側町といった地域の枠組みを形成してきた木戸が撤廃
され、角地に本来の直角と垂直方向の両方向的な街路の
意味と、意識がもたらされた結果が、時計塔の出現の一
因となったのではなかろうか。また、江戸初期寛永期の
三階櫓の、角地を彩る精神が我々に根付いていたとも言
えるのではないか。
　
４−３　市区によってできた「交叉点」
　市区改正の具体的内容としては、( １) 規模 ( ２) 用途
地域制 ( ３) 道路計画 ( ４) 鉄道計画 ( ５) 運河計画 ( ６)
橋梁計画であった * 15。市区改正の道路計画では、「整形
型」 、「 現状に即して拡幅型」、「 現状に即して開設型」、「 
新たに開設型」の四つに大別することができる。ここで、
現状に即して拡幅型」の例として、上野広小路から神田
川までの御成道を取り上げる（図 20）。
　幅員 20m 程度で、二回ほどクランクしていた御成道
だが、市区改正新設計の計画に従って幅員が 36m（20 間）
に拡げられた。かつてクランクしていた旅籠町をバイパ
スするように路線変更され、クランクの一つが解消され
た。一方で、上野広小路から黒門町にかけての二つ目の
クランクは未だ残っており、市区改正によって街路の路
線形状を直線化する必要性をそれほど強く意識していな
かったように伺える。また、拡幅の結果、末広町の一部
の街区には御成道からの奥行きが 6m 程度しか残されな
かったものが現れた * 17。
　時は明治 10 年代である。より広い視点で東京という
都市全体を考えた上で、鉄道を敷設し、道路を拡幅し、
貫くという市区改正計画は、キャベツのように何重にも
閉じた封建都市 * 18江戸の構造を引き継いだ東京をかえ
るのに必要な計画であったのだろう。
　しかし、それは街路に接する建築とは関係性の考慮が
欠けている道路計画だといえる。道路開設によってえぐ
られた交叉点には、その江戸という町の構造を払拭しよ
うと、道路計画に重点置き、道路と建築との関係性の考
慮を欠きながらも、近代都市として歩み始めようとす
る、東京の都市の姿がまざまざを描かれているのではな
いか。
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５−１　区画整理と交叉点
　第四十四地区では（図 22）、隅田川に新しく駒形橋が
架橋された。それが赤丸 01 の位置である（図 22）。明
治政府は隅田川での、橋の架けかえは交通の必要性から
行っていたものの、新設は怠っていたため、関東大震災
時避難ができず、逃遅れ、死者を増やす原因となった。
このため、帝都復興事業では隅田川の橋梁の新設は重視
された * 19。駒形橋も当時のデザインのまま現在も残る
橋である（図 23）。
　この新設された駒形橋から既存の業平橋にいくための
道路と、既存の吾妻橋から業平橋を結ぶ道路、新設さ
れた南北に走る道路の三つが重なって、赤丸 02 の部分
に五叉路を形成している（図 22-02）。このようにして、
既存の街路との結節点を新たな交叉点としてあるものも
あるなか、第四十四地区では、田畑の畦道から発生した
であろう、バナキュラ—な道は失われ、整形された道路
に囲まれた、長方形の街区によって構成された街となっ
た。
５−２　復興小学校と小公園と交叉点
　明治以来の公園は日比谷公園の新設を除けば、上野公
園や芝公園などの旧来の社寺境内を転用したものであっ
た。帝都復興事業によって、隅田公園、錦糸公園、浜町
公園といった三大公園に加えて、五二の小学校に隣接し
た小公園が新設された。また、猿江恩賜や清澄庭園など
の御料地・財閥の寄付により公園がつくられた。
　十思小学校は、日本橋小伝馬町にある明治 11 年に創
立された小学校である（図 24）。帝都復興事業による復
興小学校として鉄筋コンクリート造の三階建てに、北東
の十思公園とともに建設された。敷地の鋭角な角地にメ
インエントランスを巧みに設けたコの字型プランの平面
で、校庭を取り囲むように配置してある（図 26)。
　平面形態から設計者の、「街に対して、小学校がどう
あるべきか」という意志を感じることができる。
（５）帝都復興事業後の「交叉点」とその意図
　　1923 年９月 1 日 11 時 58 分、神奈川県相模湾北
西沖 80km を震源として発生したマグニチュード 7.9 大
地震が起こる。これが俗にいう、「関東大震災」である。
　関東大震災による家屋の倒壊や火災によって、東京・
横浜は焦土と化した。焦土と化した東京を復興させよう
となされたのが「帝都復興事業」である。
　帝都復興事業は 1924 年（大正 13 年）から 1930 年
（昭和 5 年）にかけて実施された。帝都復興事業によっ
てなされた事業は多岐にわたるが、その主たるものを以
下にあげる。（１）区画整理による都市改造（２）街路・
橋梁・運河の整備（３）公園の新設（４）公共施設の整
備と不燃建築物の建設である。
　ここでは、（１）、（３）、（４）の交叉点に面する事例
を取り上げて考察する。
図 20
図 22
図 23
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町のシンボルとしての小学校となり、街路空間に適応す
るために、街路に対してどんな顔を向けるべきか。一方
で校庭の内部空間をいかに確保するかをよく検討したで
あろう。
　北東の十思公園もまた、小学校のコの字プランのよう
に、植栽で周囲を取り囲み、外部空間の景観的美しさを
確保しながら、公園内の豊かな内部空間をも獲得してい
る。角に東屋や砂場といった遊具を効果的に配置し（図
25）、公園内の空間全体を大きく利用して欲しい、とい
う意志の伝わってくる平面計画である。
　廃校となった今でも、平成 13 年 1 月にから「十思ス
クエア」として利用され、街に開かれ続けている。
５−３　関東大震災後に生まれた角地建築たち
帝都復興事業によって、区画整理され、街路環境が整え
られた、街角には多くの角地建築が生まれた。その角地
建築の立面・平面構成をみる事によって、以下に分類す
ることができる。角地建築の分類としては、主に以下の
点を考慮している。１. 角入りかどうか、２. 建物の角に
意匠が施されているかどうか、３. 角地に開かれた平面
であるかどうか、
　この項目を参考に関東大震災後の角地の建物をみる
と、三つのタイプに分類することができる。それらを「角
入り - 角地開放型」、「角入り - 角地閉鎖型」、「側面入り
- 角地閉鎖型」と名付けることができる。
　ここでは「角入り - 角地開放型」のひとつ、日本橋郵
便局（日本橋区江戸橋）を取り上げる（図 27）。角地に
対して大きく向けられたエントランスが特徴的である。
立面も角を中心として据えられた円柱からも外部空間と
建築内部との関連付けをしている事が分かる。
　多くの角地建築は、角地という特性を活かし、外部空
間との関連性を考え、内部空間と外部空間と関連付ける
なた平面で構成されている。震災によって、都市構造が
大きく変化を遂げたなか、交叉点から日本の都市の内部
空間と外部空間との境界の変化の一端をみる事ができ
た。
（６）戦災復興における「交叉点」
―「都市計画家　石川栄耀」の広場を参考として―
　結果から言えば、当初の構想からみたら、先述した壮
大な東京の復興計画はそのほとんどが実現しなかったと
いえる * 20。しかしながら、財源の縮小に伴い、戦災復
興計画の実現手段である区画整理事業が大幅に削減され
る中で、極めて初期段階で事業決定された区画整理事業
において、石川の理想とした空間像を見出す事のでき
る、「広場」が存在する。その中で交叉点に位置する広
場的交叉点を事例としてあげる。
６−１　実現された広場的「交叉点」
 
　麻布十番に、周囲を建築物すっぽりと囲まれ、路面も
石畳に整備され、傾斜を帯びたこの空間は、交叉点の中
の西欧の広場のようである（図 27）。ここが、麻布十番
商店街組合管理のもと、『パティオ十番』と呼ばれ、商
店街のさまざまな催し物に利用されている広場である。
広場の区画整理前、区画整理後を比較すると、交叉点の
広場的空間と新通りの新設が特筆すべきである。広場が
新設された場所は、従来特別何かがあった場所ではな
く、空地を設ける積極的な意味は見出せない。また、緩
やかな弧を描く新通りも既存の道を踏襲したわけではな
い。これは日本的盛り場スケールで、西欧の広場空間を
設けようとしていると考えられる。
　日本の広場的空間は移ろいやすい。広場はもっぱら都
市のなかでの人々の動き、流れに対応しながら、ユニー
クな形で生まれたのである * 21。
　石川はその特性を深く理解し、戦災復興を期に、幹線
道路周辺や鉄道駅周辺の盛り場に交通の結節点に日本的
解釈の元「交叉点」という「広場」を形成したのであろう。
図 24
図 25 図 26
図 27 図 28
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図 29
…区画整理により新設された幹線道路
…区画整理により新設された区画道路
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４．結章　
（１）比較分析
第一章では、古道の道標や庚申塚等が置かれる交叉点
が、交叉点という場所に置かれることによって、集落の
内部と外部が空間的に隔たれていたことを明らかにし
た。つまり交叉点と、そこにある祠や庚申塚が結界の役
割を果たしていたと言えよう（右図①）。
　第二章では、江戸初期の寛永期、角地につくられた三
階櫓が、つくられた位置、つくられた背景、形成する都
市景観を述べた。 
　第三章では、江戸後期から幕藩体制解体後までの「交
叉点」の諸施設をみている。まず角地の大店における平
断面の構成から、街路空間（外部）と店内 ( 内部 ) の境
界に幅があることを明らかにしている（右図③ -1）。
　次に両側町では木戸番によって、街路空間 ( 外部 ) が
内部空間のような私性の強い空間となっていたことがわ
かった（右図③ -2）。しかし、木戸の撤去によって私性
の強い街路空間が交通の機械と化し、完全なる外部空
間 ( 道路 ) へと変貌を遂げたことも明らかとなった。そ
して、交叉点に交番や公衆便所が整備されたことも街路
空間が完全な外部と化したことの証となることを述べた
（右図③ -3）。
　第四章では、銀座煉瓦街計画によって生まれた、銀座
の角地建築から、街路と建築物とが一体となった街が形
成されたことを明らかにした（右図④ -1）。一方で、後
の市区改正は、街路計画と建築計画の連携がなされず
に、道路計画に重点を置いた計画であること、これによっ
て建築物の内部空間と外部空間 ( 道路 ) とが無関係にえ
ぐられたことを明らかにしている（右図⑤ -1）。
　第五章では、関東大震災後の帝都復興事業を経て、つ
くられた三大公園や 52 の復興小学校と小公園が、公共
空間となった道路に豊かな外部空間の移植といえるよう
な計画がなされたことが明らかになった（右図⑤ -2）。
そして同時に、復興時に計画された角地建築が、道路と
建築内部をはっきりと隔てながらも、関連性を取持つか
のような平面、立面構成がなされたことを明らかにした
（右図⑤ -1）。
　最後に第六章では、戦災復興時に区画整理事業によっ
て計画された交叉点広場が、これまで西欧の広場思想の
移植でしかなかった広場の計画を、「盛り場」という日
本的なコンテクストの中に落とし込み、交叉点広場と周
囲の建築物 ( 内部 ) が総体となって場を形成していこう
としたことを明らかにした（右図⑥）。
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　各時代の特徴ある交叉点建築を振り返ると、ふたつの類型に
分ける事ができる。
　まずは、図１の①③ - ２のような交叉点の諸施設が、ある領
域の境界となるものだ。①では集落の内外の境界に祠や庚申塚
を配置する事で、集落内部と外部を分けている。そして、③
-2 では木戸番によって内側と外側がわけられている。
　そして、もう一つの類型が、角地建築の内部と外部をつなげ
るというものであり、図１、２の①③ -2 以外のものがそれに
あてはまる。幕藩体制が解体される以前は、建築の内外の境界
は大店のように、暖簾や腰壁を利用して曖ゆるやかにつながっ
ていたが、幕藩体制解体後に煉瓦建築が登場してからは、内外
の境界はしっかりと区切られるようになった。しかし、銀座の
場合もそれ以降の建築においても、角入り等による平面構成や、
ファサードからも、建築の内部と外部を関連づけようとしてい
た事が読み取れる。
（２）結論
以上の比較考察から、
  交叉点に建つ建物が持つ意味とは、境界性を持つもの、 
権威の象徴、商業的シンボル、街路との関係性も持つよ
うになって、都市計画的に都市が変容していくなかで ,、
公共性を帯びた「つなげるもの」へと、時代に応じてそ
の意味と形態を変化し　　ていることを明らかにした。
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図 14　『銀座煉瓦街の錦絵』（二代目歌川国輝　東京府下第一
大区尾張街通煉化石造商法繁盛之図　明治 6 年）
図 15　銀座四丁目交叉点の朝野新聞社　
（出典：明治の東京計画　藤森照信　岩波現代文庫　2004）
図 16　銀座四丁目交叉点の煉瓦家屋実例平面図
（明治の東京計画　藤森照信　岩波現代 文庫 2004 を元に作成）
図 17　小林時計店　（明治期銅板画東京博覧図より出典）
図 18　京屋時計店銀座支店  （出典東京名所之内　銀座煉瓦石）
図 19　服部時計店（銀座文化研究より出典）
図 20　御成道の市区改正前後（田中傑『帝都復興と生活空間
関東大震災後の市街地形成の論理』東京大学出版会 2006 に加筆）
図 21　市区改正後の御成道の様子（絵はがき）
図 22　帝都復興事業第四十四地区前後（復興事務局『帝都復
興事業史　土地区画整理篇』　　昭和 6（1931）年より出典）
図 23　駒形橋（絵葉書「大東京の十六大橋』より）
図 24　廃校直前の十思小学校（中央区ホームページより出典）
図 25　十思公園鳥瞰図　
図 26　十思スクエアと十思公園平面図
図 27　十番パティオアクソメ図
図 28　十番パティオ地形図
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